大阪胃研究会症例提示における要望事項 
1） 本研究会は消化管疾患を画像診断を中心にして、臨床と病理から徹底的に討論する症例検討会です。従いまして，画像等の資料（Ｘ線、内視鏡、病理など）が揃った症例の提示をお願い致します． 

2） 病理解説は原則として提示施設の病理医にお願いいたします．無理な場合には，事前に当番の病理コメンテーターと御相談下さい。 

[bookmark: _Hlk93665448]３）CT・MRI・透視等の放射線画像を可能な限り提示し、必要に応じ事前に全画像を事務局もしくは当番の放射線コメンテーターへ送付下さい。

4） 提示いただける症例がありましたら「症例申込書」に必要事項をご記載の上，提出をお願いします。部位・診断名は例会毎の臓器別の偏りを減らすために使用いたします。症例提示者と病理解説者のお名前はプログラムに掲載します。 

5） １例あたりの検討時間は45～50分です。その時間内にすべての画像の読影・討論と病理解説が完了する枚数にスライドを厳選し，不要なスライドは省いてください。 

５）稀な疾患は、研究会出席者の理解を助けるため、文献的考察、症例診断のポイントなど 
『まとめ』のスライドを２枚以内に作成してください。

6） 研究会当日の進行をスムーズに行うために、司会者・病理コメンテーターとの事前の打ち合わせが必要です．当日の症例提示スライド（パワーポイント）は開催3週間前（完成版はバックアップのため前日までに）、「大阪胃研究会症例シート」は開催の4週間前までにＥＡファーマ事務局にお渡しください．なお司会者，病理コメンテーター、放射線コメンテーターより内容の追加・修正等をお願いすることがありますので、御了解下さい。

７）提出頂きました「大阪胃研究会症例シート」は原則として大阪胃研究会ホームページの会員ページ・開催記録に掲載させて頂きます。 
大阪胃研究会HP：http://netconf.eisai.co.jp/osakaiken/ 
ID：iken パスワード：pariet

８）当日ご使用になるスライド（Ｘ線、内視鏡、病理）には、患者さんのイニシャル、IDなど
個人の特定につながる内容を避けてご用意下さいますようお願い致します。また、提示の際にも、この点には十分ご配慮ください。（別紙「症例報告に関する患者プライバシー保護に関する指針」参照）









大阪胃研究会_症例提示者_スケジュール

	〆切時期
	具体的内容

	発表決定時
	o 症例申込書_事務局提出


	２ヶ月前
	o 病理解説者_決定、事務局に伝達
・当番病理に依頼する場合は、より早く


	１．５ヶ月前
	o 病理解説者にプレパラート送付
・随時、病理解説者と症例の摺合せ
・当日の発表資料（案）についても摺合せ

	４週間前
	o 症例シート_事務局提出（
事務局⇒当番の司会/病理/放射線担当へ）
o 発表資料の詳細決定_事務局に伝達


	３週間前
	o 発表スライド事務局提出

（事務局⇒当番の司会/病理/放射線担当へ）
司会のダイジェスト作成の為、必要です

	１～２週間前
	o Web接続テスト
先生のご希望の日程でテスト実施

	前日
	o 発表最終スライドは、前日までに事務局にご送付
ください（当日のバックアップ用として必須）


	当日
	o 発表スライド_御呈示ください




（CT・MRI・透視等の放射線画像を可能な限り提示し、必要に応じ事前に全画像を事務局もしくは
当番の放射線コメンテーターへ送付下さい。


